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地⽅から世界へ
NanoTerasu地域イノベーション
戦略的活⽤について



NanoTerasu（ナノテラス）
「巨⼤な顕微鏡」，「⽇本の切り札」として紹介されるナノテラス

9⽉26⽇21時放送
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⽇本の放射光施設

フォトンファクトリー
（PF)

極短紫外光研究施設
あいちシンクロトロン光センター

佐賀県⽴九州シ
ンクロトロン光研
究センター

⽴命館⼤学SRセンター

広島⼤学放射光
科学研究センター

SPring-8/SACLA
兵庫県⽴⼤学ニュースバル放射光施設

出典︓なぜ放射光が必要なのか（SPring-8，SACLA)

世界の放射光施設
世界が認知する 放射光施設 というイノベーション・ツール
企業や学術の研究開発での放射光の有⽤性は，
世界中で認知．
様々な業界の企業，様々な分野の学術が集まる
イノベーションの場．
世界中で放射光施設を競って建設（約50カ所）．

⽇本では，SPring-8/SACLA等の施設が，
基礎科学だけでなく産業技術の開発を⽀援．

さらに，最先端のナノテラスが，
学術・産業界の地球規模の課題に
取り組む研究開発を⽀援
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4科学 と 産業技術 の双⽅にイノベーションをもたらすために

新しい資本主義のグランドデザイン及び実⾏計画 ~⼈・技術・スタートアップへの投資の実現~（令和4年6⽉7⽇）

新しい資本主義においては，市場だけでは解決できない，いわゆる外部性の⼤きい社会的課題について，「市場も国家も」，すな
わち新たな官⺠連携によって，その解決を⽬指していく．
その際，課題を障害物としてではなく，エネルギー源と捉え，新たな官⺠連携によって社会的課題の解決を進め，それをエネル
ギーとして取り込むことによって， 包摂的で新たな成⻑を図っていく．

国が定義した価値及びミッション
⽂部科学⼤⾂ 会⾒（平成30年1⽉23⽇）

我が国の科学技術の進展と国際競争⼒強化に貢献する次世代放射光施設

⽂部科学⼤⾂ 会⾒（平成30年12⽉17⽇）

学術・産業ともに⾼い利⽤ニーズが⾒込まれ，我が国の産学官の研究⼒強化と⽣産性向上に貢献
官⺠地域パートナーシップによる最先端の⼤型研究施設のリーディング・ケース

⽂部科学⼤⾂ 会⾒（平成30年7⽉3⽇）

パートナーにおかれましては，次世代放射光施設を中核としたリサーチコンプレックス形成加速に向け
た計画の具体化…等について今後対応をいただきたい

財務省 歳出改⾰部会（令和3年11⽉1⽇開催）

利⽤予定者が⽀払う加⼊⾦を含む多様な資⾦源を活⽤して施設を整備
⺠間資⾦を活⽤した，今後の施設整備・運⽤のモデルとなり得る
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研究開発⼒の強化，イノベーション⼒の強化，教育・⼈材育成の強化
の場となる．

世界トップクラス
の性能

官⺠地域
パートナーシップ

NanoTerasu
エコシステム

コンパクトな加速器・光源装置
国際競争⼒の弱かった軟X線領域で
世界最⾼レベルの⾼輝度放射光X線
を実現
新たなナノの世界の探求を可能に

官・⺠・地域がパートナーとなり全
体設計を⾏うことで，世界最先端の
サイエンスから産業利⽤，地⽅創⽣
まで幅広い利⽤を視野に⼊れた放射
光施設が誕⽣

都市部への⽴地と東北⼤学サイエン
スパーク構想との連携という強みを
⽣かし，
「⾒た」だけで終わらせない
NanoTerasuを中核とするイノベー
ションエコシステムを形成

３つのコアコンピタンス
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国際競争⼒の弱かった軟X線領域の光の性能を100倍向上 

⾼分⼦材料，⾷品，触媒，電池，有機デバイス等の機能に直結する化学状態をナノで可視化

NanoTerasu は，SPring-８に続いて

国が整備・運営し，広く研究者に開放
して共⽤に供する施設
（共⽤法に位置づけられる２番⽬の特定放射光施設）

NanoTerasu は軟X線・テンダーX
線，SP8-IIは硬X線，と役割を異にし，
東⻄で区分されるものではない．

NanoTerasu︓軟X線の世界トップクラス 6



https://youtu.be/QK8e9XGL4OE

NanoTerasu trailer

NanoTerasu（ナノテラス）とは︖ 7



NanoTerasu 初期整備ビームライン 10本
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BL14U

パートナー側

様々な物質の機能を可視化
7本

BL07U 軟X線電⼦状態解析

BL08U 軟X線電⼦状態解析

BL14U 軟X線イメージング

BL10U X線コヒーレントイメージング

BL08W X線構造-電⼦状態トータル解析

BL09U X線オペランド分光

BL09W X線階層的構造解析

コアリション利⽤

BL06U    軟X線ナノ光電⼦分光

BL13U    軟X線ナノ吸収分光

BL02U   軟X線超⾼分解能
共鳴⾮弾性散乱

国側

先端学術研究を先導
3本

共⽤
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全固体電池の，電極の充電時の
不均⼀反応を可視化する

資料︓東北⼤・⾬澤浩史

デバイスの元素識
別イメージング

高性能デバイ
スの実現

脳コネクトームの可視化

⽔・環境

⽔の⽔素結合の違いを可視化
⽣体親和性，安全な⽔供給

ECMO輸⾎チューブの⾎
栓形成を阻害する課題を

解決

ナノの界⾯⽔の⽔分⼦のネット
ワークを可視化

東北⼤ ⽮代航

出典:SLS

出典:TPS

出典:SLS

分野を問わない可視化（⼀部） 9



デンプンの構成要素を分析・可視化
遺伝的背景と構造/特性，⽣合成を理解

天然ポテト︓リン酸基に由来するリンの分布に違い
amf変異体︓リンが全体に均質に分布，

リンの相対的量が⾼い

完全な3次元要素分布の可視化により

P
リン

S
硫⻩

施設 ESRF Biochimica et Biophysica Acta 1840 (2014) 113–119

澱粉を質的・量的に植物個体レベルで改変
さらに付加価値をつける

放射光︓元素マップ従来の放射光分析澱粉︓⾷品分野を中⼼に，⼯業や医療
分野など幅広い⽤途で活⽤．
我々の⽣活や社会と密接に関
係．安定的な供給が必須

NanoTerasu

科学と社会を繋ぐツール 可視化が澱粉の⼯業・医療への活⽤を加速 10
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NanoTerasu

スパコンほか

産業ニーズ

学術シーズ

計測・計算融合
研究開発サイクルの⾼速化

ナノの可視化

世界最先端

計測

発⾒・理解

製品・技術

産業現場

研究開発

材料，半導体，
デバイス，⽣命，
創薬，⾷品，
農林⽔産業ほか

試⾏錯誤・ノウハウ蓄積
による機能探索

科学・理論
AIによる分析，モデル化，
シュミレーションによる予測へ

モデル化と予測

計算

センター⻑ 岡部 朋永
NanoTerasuから得られたデー
タを製品開発に直結させるデジ
タル化の取り組みをサポート

分解能5nm

従来品 開発品

東北⼤
グリーンクロステック

研究センター
（2023年1⽉1⽇設置）

ディジタル空間 フィジカル空間

バルジ試験を
用いた計測

ナノ構造の最適設計

可視化されたデータ → 研究開発DXを加速

ディジタルツイン
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課題解決の機会創出 水の課題を開拓 社会課題解決

課題の提案 社会実装マッチングによる課題解決

課 題
蛋⽩質の癒着を防ぐ
ポリマーの開発

お困り事
開発のボトルネック

結合メカニズムがわ
からない. 

蛋⽩質とポリマーの間に存在する界⾯⽔の規則構造が鍵

ECMOの⾎栓形成
を阻害する
コーティング剤の
開発

DOI: 10.1126/science.1094818

原⽥慈久（東⼤）
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新型コロナ感染症
対策への貢献



研究開発⼒の強化，イノベーション⼒の強化，教育・⼈材育成の強化
の場となる．

世界トップクラス
の性能

官⺠地域
パートナーシップ

NanoTerasu
エコシステム

コンパクトな加速器・光源装置
国際競争⼒の弱かった軟X線領域で
世界最⾼レベルの⾼輝度放射光X線
を実現
新たなナノの世界の探求を可能に

官・⺠・地域がパートナーとなり全
体設計を⾏うことで，世界最先端の
サイエンスから産業利⽤，地⽅創⽣
まで幅広い利⽤を視野に⼊れた放射
光施設が誕⽣

都市部への⽴地と東北⼤学サイエン
スパーク構想との連携という強みを
⽣かし，
「⾒た」だけで終わらせない
NanoTerasuを中核とするイノベー
ションエコシステムを形成

３つのコアコンピタンス
13
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• 加速器・共⽤利⽤の運⽤
• 先端技術開発

官

地
域

光科学イノベー
ションセンター

パートナー• 代表機関（⺠間の⾮営利型法⼈）
• コアリション利⽤の運⽤
• 共⽤利⽤へのビームタイム提供

 個別研究グループ，個⼈研究者
 新たなシーズ・プッシュの創出

共⽤ユーザー共

 ⺠間企業（150以上）・⼤学・国研
等の組織

 ニーズ・プルによる戦略的利⽤
 建設資⾦を拠出

コアリションメンバー

官 国の主体

地域 ⺠

希望に応じてコアリションユニット形成

宮城県，仙台市，東北⼤学，東北経済連合会

コアリション
Unit A

コアリション
Unit B

コアリション
Unit C

コアリションメンバー

A社

成果

B社

C研究所

協調領域
研究インフラ,

学術的知⾒…

競争領域

a

b

c

アカデミア
Access

スタートアップ

分析会社

サービス事業

官⺠地域パートナーシップ コアリション
これまで疎遠だった新しい産学コミュニティへ

施設利⽤の新たな機会を創出．
官⺠地域パートナーシップ

コアリションからのニーズプルと
共⽤から⽣まれたシーズプッシュの

好循環を⽣む．

イノベーションエコシステムコアリション
東北⼤学・三井住友信託銀⾏

共同出資会社設⽴
2023年5⽉23⽇

官⺠地域パートナーシップとコアリションによる産業利⽤拡⼤ 14
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共⽤ コアリション利⽤

利⽤課題申請 ⽇時の予約

実験
（利⽤・解析⽀援 有）審査

採択

実験

30⽇程度

最⼤半年以上

成果専有. 施設への報告不要

施設への成果登録（⼀定期間内）

申請 随時
（1〜3ヶ⽉先を予約可）

 課題審査が不要 → 研究開発に専念
 毎⽉配分 → 研究展開に，

柔軟かつ迅速に対応
 成果専有 → 知財戦略からも

国際競争優位性の構築

成果公開・論⽂発表

予算獲得
実験を企画 実験を企画

申請 半年毎
（資⾦を⼿にしても，募集時期

が来るまで申請できない）

機会と資⾦
損失のリスク

コアリション利⽤︓限られた研究期間で成果を最⼤化するために
15



•すべての個⼈が課題申請可能 利⽤準備を⽀援
       （実験は申請者が実施）

•課題審査あり，年数回程度の課題募集
•原則成果公開，ビーム利⽤料負担にて成果専有可能

•加⼊⾦を出資した会員による利⽤ 利⽤⽀援あり
（⼀部オプション）

•課題審査なし，原則1か⽉前まで利⽤予約が可能
•ビーム利⽤料負担，すべて成果専有利⽤可能

担当機関

担当機関

利⽤⽀援は登録施
設利⽤促進機関※

※ 特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律（平成六年法律第七十八号）に基づき，文部科学大臣より登録を受けた
登録施設利用促進機関．今後，登録の申請を受け付けが行われる予定．

共用利用

コアリション利⽤

コアリションは，利⽤分野の拡⼤と異分野融合の機会創出

QST

PhoSIC

ニーズ シーズ
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マッチングサービス

学術・研究機関メンバー
東京⼤学，東北⼤学，東京⼯業⼤学，北海道⼤学，東京理科⼤
学，筑波⼤学，名古屋⼤学，名城⼤学，⼤阪公⽴⼤，物質材料
研究機構（NIMS），他

東北地域の⼤学
福島⼤，岩⼿⼤，⼭形⼤，弘前⼤，秋⽥⼤，新潟⼤，宮教⼤

産業界メンバー 約150社 (2023年11⽉現在・参加意向表明） 

原則 企業名⾮公開
参考︓メンバーであることを公表している企業

ブリヂストン，エプソン，住友ゴム⼯業，NTT，中外製薬，
ポーラ，アイリスオーヤマ，理研ビタミン，⽇本⾼純度化学，
⻑瀬産業（商社），ポエック等

東北地域の中⼩企業 MFB:モノづくり・フレンドリー・バンク（60社以上）
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機動的な産学共創プラットフォームとしての機能

⼀本道の課題解決でなく
有機的な組織による課題解決を提案

課題解決
競争⼒強化研究⼒強化

異分野を結ぶ
産学を結ぶ協調領域 競争領域

 材料科学，デバイス⼯学，
機械⼯学，プロセス⼯学，
触媒化学，⽣命⼯学，医⼯
学，医学，薬学・・・

 機械学習，AI，シュミレー
ション，マテリアルインフォマ
ティックス，プロセスインフォマ
ティックス

 先端共⽤機器・コアファシリティ
 最新論⽂，学会情報
 他 の 先 端 共 ⽤ 施 設

（SPring-8, 富岳スパコン…
等）

＋
⼤学
国研

・スタート
アップ企業

技術課題
ニーズ

企業

事業開拓
ニーズ

18



研究開発⼒の強化，イノベーション⼒の強化，教育・⼈材育成の強化
の場となる．

世界トップクラス
の性能

官⺠地域
パートナーシップ

NanoTerasu
エコシステム

コンパクトな加速器・光源装置
国際競争⼒の弱かった軟X線領域で
世界最⾼レベルの⾼輝度放射光X線
を実現
新たなナノの世界の探求を可能に

官・⺠・地域がパートナーとなり全
体設計を⾏うことで，世界最先端の
サイエンスから産業利⽤，地⽅創⽣
まで幅広い利⽤を視野に⼊れた放射
光施設が誕⽣

都市部への⽴地と東北⼤学サイエン
スパーク構想との連携という強みを
⽣かし，
「⾒た」だけで終わらせない
NanoTerasuを中核とするイノベー
ションエコシステムを形成

３つのコアコンピタンス
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Diverse 多様性 

Dynamic 分野融合 国際連携

Distinct 卓越性

コアリションで⽬指す３つのD

20
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        DX/GXの時代の困難な課題に取り組む

⼤企業，中⼩企業，学術，⾃治体，⾦融，
多彩な，プレイヤーによる

イノベーション・エコシステムが必要．

プレーヤーをつなぐデータ ＝ 誰もが理解できるデータ

可視化

可視化を可能にする施設︔NanoTerasuナノテラス．

新たな
研究開発

優秀な
専⾨家と

研究ユニット
形成

卓越した
成果

成果の
社会への

認知

トップ
クラスの
⼈材集積

Deep Tech
スタートアップ

企業（産業現場）

分析会社

国研・⼤学

ICT企業
DXサービス企業

中⼩企業・地域
企業・⾃治体

国際パートナー⾦融

NanoTerasu︓既存の枠を超えた科学技術によるイノベーションの場

課題解決 イノベーションエコシステムの形成 21



ミッションの達成には「巨⼤な顕微鏡」だけでは不充分
22

 ナノテラス等の先端設備の活⽤
 異分野融合・産学共創等によるR&Dの⾼度化
 オープンイノベーションによる新事業の創出
 重要な社会課題解決プロジェクト（国プロ等）や外部性

の⼤きい事業の推進
 ⽇本の産学の研究⼒向上と国際競争⼒の強化に資する場

の形成  
 イノベーションエコシステム，リサーチコンプレックス

ユーザ価値

社会価値



コアリション事例︓先端計測+機械学習 → 反応可視化技術

ゴムとスチールコードの接着⽼化メカニズムを可視化
唯 美津⽊
（名古屋⼤・理）

ダム ヒョウ チ
（北先⼤・共創インテリジェンス領域）
データ科学・機械学習

計測・解析プロセス
「反応リマスター」

COMMUNICATIONS MATERIALS | (2023) 4:88 |

ゴム中の硫⻩と真鍮の銅が反応
接着層を形成

湿熱⽼化 →真鍮製分の消費が
進み２価の硫化銅の⽣成が進む

湿熱⽼化に伴う化学種の反応を可視化（唯） 

可視化

機械学習(ダム）
→5種類の反応パターンを可視化

 1⽇-  3⽇ １価の硫化銅が⽣成
 3⽇- 14⽇ 2価の硫化銅が⽣成
14⽇-28⽇ 複数の反応が進⾏

23

23
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住友ゴム アーバンネット仙台中央ビル(NTT都市開発)に⼊居 

                                                                                                           2023年11⽉18⽇ ⽇本経済新聞
仙台に新拠点 ⾼耐久タイヤの研究開発

 Car Watch より https://car.watch.impress.co.jp/docs/news/1548559.html

住友ゴム(株) 岸本⽒より提供

24
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⾃治体による地域の中⼩企業のコアリション活動⽀援
宮城県 放射光利⽤実地研修（あいちトライアルユース）

県内ものづくり企業の放射光利⽤促進と技術⼒向上，⼈材育成を⽬的に，愛知県にある放射光施設「あいちシンクロト
ロン光センター（AichiSR）」における放射光利⽤実地研修事業への取り組み．
放射光利⽤経験が少ない企業が，宮城県産業技術総合センター職員のサポートのもと，実際に放射光を使ってその利⽤
⽅法を学び，⾃社の製品開発等に活かすための可能性を探るもの．

25
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産業界，地域
（仙台市，農協，宮城県⾷品産業
協議会など）の
コアリション利⽤準備を⽀援

SPring-8，あいちシンクロトロ
ン等の他施設の
コーディネート，連携研究までを
推進⽀援

https://www.city.sendai.jp/renkesuishin/jigyosha/kezai/sangaku/housyakou.html

⾃治体による地域の中⼩企業のコアリション活動⽀援
仙台市 既存放射光施設 活⽤事例創出事業

事例創出の成果

26



再⽣プラスチックの社会実装は，個社の技術課題を越えて，
循環経済構築の問題でもある

 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP) 

「サーキュラーエコノミーシステムの構築」
を産学で提案

国プロを動かす

サブ課題 B：資源循環の拡大を促す動静脈・静動脈連携

研究開発プロジェクト名
研究開発
責任者

所属機関

サーキュラーエコノミーに向けた動静脈連携による建廃プラ
リサイクルプロセスの開発

吉岡 敏明 東北大学

古紙・衣類の解繊繊維を活用したバイオ・再生プラスチック開発 関 俊一 セイコーエプソン株式会社

データ駆動型高度選別システムの構築 井関 康人 三菱電機株式会社

高品位再生プラスチック材料の製造プロセス開発 今井 麻美 株式会社富山環境整備

B2
自治体協力回収プラスチック
の分別・供給システムの確立

自治体協力回収プラスチックの分別・供給システムの確立 宮原 伸朗 アミタホールディングス株式会社

B1

研究開発テーマ

使用済プラスチックから高品位
の再生材を選別・供給するシ
ステムの開発

• 再⽣プラの
• データバンク構築

（流通時の客観的根拠，
材料改良の指針等）

• 先端材料開発

サブ課題 C：循環性向上と可視化のためのプラットフォーム整備

研究開発プロジェクト名
研究開発
責任者

所属機関

環境試験・診断・トレーサー技術の確立と産業応用のための
デジタル解析基盤の構築

内藤 昌信 国立研究開発法人物質・材料研究機構

再生プラスチックの循環性向上のための品質分析データバンク
構築

高田 昌樹 東北大学

循環性向上と可視化のための
プラットフォーム整備

C1

研究開発テーマ

27
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安全な利⽤，欧州動向を念頭においた⻑期的な施策検討，要件定義・規格検討

静脈企業 再⽣材ペレット

DX対応
技術開発

データ集積拠点

収集

データ駆動科学
（国研・⼤学・連携省庁等）

品質データバンク形成

再⽣材収集

プラットフォーム構築

再⽣材の
物性・構造

データバンク
⽇本版DPP

規制・規格
国際標準化

動脈企業

再⽣材利⽤提案の根拠データ

流 通

欧州動向調査 DXインフラ

セキュリティ付き
品質データ提供データ

要件定義

分析・計測
データ

SIPラボに
よる技術⽀援

「再⽣プラスチックの循環性向上のための品質分析データバンク構築」
SIP第3期 CEの構築 2023年ー2027年

28



国際協調もルール作りに必要

サーキュラーエコノミーシステムの構築するときには
規制によって世界市場から排除されないよう国際協調が必要
世界の放射光施設とのネットワークを活⽤して

サーキュラーエコノミーを
テーマにした11カ国

＋EUの国際シンポを官産学
で開催

29
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国際シンポジウム︓サーキュラーエコノミーと気候変動対策への放射光の役割
仙台国際ホテル 2023年10⽉

東北⼤総⻑ ⼤野英男
SIP PD
伊藤耕三（東⼤） 宮城県知事 村井嘉浩SIP 統括官 須藤 亮

内閣府審議官
川上⼤輔

仙台市⻑ 郡 和⼦

オークリッジ国⽴研究所
所⻑ S. Streifer

王⽴メルボルン
⼯科⼤

S. Setunge

SIP サブPD
岡部朋永
（東北⼤）

バイタル
ケミカル

（豪企業）
L. Xavier

オークリッジ
国⽴研究所
副所⻑

C. J Jenks

SIP アドバイザー
⼩松秀樹

（ブリヂストン）

ERCA 理事
⽥中良典

⽂科省科政局⻑ 
柿⽥恭良

SOLEIL所⻑
（仏 放射光施設）
J. Daillant

EU ⽇本代表部
T. Kuczynski

⼤野総⻑
郡市⻑

議⻑           
J. Hastings

（スタンフォード⼤) S. Streifer
⽶国APS所⻑
L.Chapon パネルディスカッション

30



⼤学VCおよびスタートアップの活⽤ 31
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 東京⼤学は，既に拠点形成

 コアリションビームラインの
構築に参加

 国側の主体QSTも拠点形成

⻘葉⼭新キャンパス

データ駆動型の産学共創ハブとして
地球規模の課題解決への道を開拓
産業と科学の共創による社会実装を成果とするエコシステム

科学的
ビッグデータソリューション

NanoTerasu

サイエンスパーク
40,000 m2

サイエンスパーク内の建物はイメージ

東北メディカル・メガバンク

災害科学国際研究所
（IRIDeS）

コアファシリティ

⽣み出される膨⼤なデータを統合的に分析，あらゆる現象の⾒える化
とシミュレーションを通して広範な科学・産業現場の課題解決に挑戦

Global
Coalition
Network

共創の場 サイエンスパークの始動

東北⼤学のミッション，リサーチコンプレックスの形成
コアリションは
単なる新しい利⽤制度の導⼊ではなく
課題解決の機会を創出するための
利活⽤環境を⾰新. 

32
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先端科学によるイノベーション加速の社会からの要請に応えるために

パリサクレークラスター
   世界研究クラスターTOP8 （2013年テクノロジーレビュー）

東北⼤学⻘葉⼭新キャンパス

パリ・サクレー
⼤学

パリ⼯科⼤学

20212015

2010年︓⼆コラ・サルコジ⼤統領
 サクレーをフレンチ・シリコンバレーに!
 総予算:30億€ (約4,300憶円）

フランス全体の15％の研究が
集積（15%→20%へ）

毎年100のスタートアップ企業
と350の特許を創出

⻘葉⼭新キャンパス サイエンスパーク
  経済波及効果 1兆9,000億円/10年

３兆9,000億円/20年
   雇⽤創出効果  １万9,000⼈ 税収効果    99億円

全国規模の市場創出効果＋

NanoTerasuとリサーチコンプレックス 33



NanoTerasu︓総合知を創出する空間が⽣まれる場 34

ツール から プラットフォーマー へ

NanoTerasuが仙台に⽴地することで，価値を追求するための課題を持ち込む事業者と科学者が集い，
ソリューションを共創する物理的な空間が現われる．

NanoTerasuでしか⽣まれない東北発のイノベーションを⽣み出すインキュベータとなる．

地域の⾏政・⾦融機関は，放射光施設に密着することで，極めてLocalな具体的な空間にある「境界
オブジェクト」によって新たに結合される，⽣⾝の⼈間のface to faceの対峙からしか⽣まれない希
少な情報を⼊⼿することが可能になる．

ビッグデータを処理するAIなどの⽀援を得，地域密着の情報と合わせてビジネスにしたり，新結合
を提案するなど，イノベーション促進による利益率の追求に活⽤できるようになる．



35

アクセス︓ JR仙台駅より地下鉄東⻄線で⻘葉⼭駅まで9分

• 来なくても使える

• ⽇帰りでも使える

• 住めば，可能性が⼤きく広がる

そういうリサーチコンプレックスを実現します．

メールイン リモート

産学共創

⼤型研究施設活⽤の⾰新︓利便性の向上による社会化

仙台市街

国際放射光イノベーションスマート研究棟，
⻘葉⼭ユニバース（仮称）の2棟が建設中


